


歯科撮影（0.01mSv）
胸のX線検査（0.06mSv）

自然界からうける年間放射線量（約2.1mSv）
胃のX線検査（3mSv）

がん放射線治療
（治療部位のみの線量）CT検査（5～30mSv）

PET検査
（2～20mSv）

SPECT検査
（0.5～15mSv）

心臓カテーテル
（皮膚線量）

●量子医学・医療部門 CT検査など医療被ばくに関するQ&A ： https://www.qst.go.jp/site/qms/1889.html
●放射線医学総合研究所 放射線被ばくの早見図Ver 180516 ： https://www.nirs.qst.go.jp/data/pdf/hayamizu/j/20180516.pdf

【参考資料】 国立研究開発法人 量子科学技術研究開発機構

（実効線量 mSv）

放射線の影響について

核医学検査1回あたりの被ばく線量は0.5～20mSv程度で、X線検査やCT

検査でうける被ばく線量と同程度と考えられます。 検査の目的により投与する

検査薬の量は異なりますが、投与量は微量なため、副作用はまれです。
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